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令和 6 年度食品衛生基準科学研究費補助金 食品安全科学研究事業 

 

残留農薬規制における国際整合を推進するための研究 

研究分担報告書 

 

茶を対象とした MRL 設定の課題特定と QuEChERS 法の開発・導入に関する研究 

 

 研究分担者 佐藤安志     国立研究開発法人 農業・食品産業技術総合研究機構 

果樹茶業研究部門 茶業研究領域 

 研究要旨 

 我が国の輸出重点品目である茶をモデルに、規制当局や関連団体等とも連携し、貿

易農産品の MRL 設定の課題を引き続き調査・検討した。茶の MRL の国際調和の課

題として、生産各国で異なる輸出向け茶種や汎用農薬の違い、輸出入国間で異なる農

薬登録、消費国を中心としたポジィティブリスト制度、インポートトレランス等を戦

略的に進めるためには、極微量ながら茶期を超えて検出されるリスクがある農薬種の

残留挙動の解析やサンプルの前処理・抽出法を含み残留農薬分析の国際標準化に向け

た取り組みが重要である。 

そこで、近年新規登録された 16 種類（17 成分）の農薬類を cGAP 処理した大規模

なインカード/コントロール試料を作製し、これらを有効活用して、茶を対象とする

QuEChERS 法の妥当性確認や分析法や規制対策の国際整合に向けた検討を行う。 

日本茶輸出時における茶の残留農薬一斉分析の比較のため、複数産地や異なる茶期

に作製した同一のインカード試料を使い、異なる QuEChERS 法を用いた抽出・前処

理をした複数の分析法と QuEChERS 法による抽出等は行わず、公示分析法による分

析値を比較するとともに、各茶期試験における農薬残留の挙動や合組（ブレンド）サ

ンプルを用いたサンプル調整等についても検討し、茶の残留農薬分析や QuEChERS 法

に係る基礎的な知見を得ることが出来た。 
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A．研究目的 

残留農薬規制のために国が実施する取

組のうち、最大残留基準値(MRL)の設定及

び検査体制の構築は、国際整合すべき対

象として極めて重要である。これまでに

食品分類等の成果が、厚生労働省による

MRL 設定の基本原則*等に反映される等

することにより、総論としては国際標準

の考え方や方法に従った MRL 設定が可

能となる等してきたが、各論においては

多くの課題が残されているのが現状であ

る。また、残留農薬規制の考え方や方法は、

科学の進歩や議論の深まりに応じ、日々

更新されて行く。このため、国際整合性を

低下させないためには、必要に応じて基

本原則も更新すること、新たに国際標準

となる考え方や方法を世界に遅れず、か

つ我が国の状況も踏まえて逐次検討でき

る体制を維持して行くことが重要である。 

本研究では、現在の諸課題を解決し、国

際整合をさらに進め、国際社会の動向も

踏まえて関連する知見を蓄積・更新して

行くことを目標とする。このため、昨年度

までに分野横断的に収集・整理した MRL

の設定と検査に関連する最新情報等を基

に、新たな提案や分析法の開発等に資す

る基礎的データを蓄積して行くことを本

年度の目標とする。特に本課題では、我が

国の重要な輸出産品である茶をモデルに、

国際標準として世界に提案可能な MRL

設定の考え方や分析法を開発することも

目的とする。このため、規制当局や関連団

体等とも連携の上、重要貿易農産品の

MRL 設定の課題を特定するとともに、国

際的に求められる簡易で迅速な分析法の

検査への導入を目指し、茶のインカード

試料等を用いて、茶を対象とする

QuEChERS 法を開発、妥当性を確認する

ための基礎的知見を蓄積する。 

さらに、国際社会においてもこれまで

の MRL 設定では考慮されてこなかった

環境影響等の新たな要素を特定し、それ

らへの諸外国の取組を明らかにすること

も目的とする。 

*https://www.mhlw.go.jp/content/11120000/0

01083405.pdf 

 

B．研究方法 

B-1. 日本茶の輸出拡大と残留農薬規制 

B-1-1. 緑茶の貿易統計 

B-1-1-1.緑茶の輸出統計 

 国際連合食糧農業機関（FAO）は、世界

の緑茶貿易量は 2017 年からの 10 年で 1.6

倍に増加すると予測している。農林水産省

が令和 6 年度に策定した新たな「茶業及び

お茶の文化振興に関する基本方針」では、

このような海外需要の拡大を取り込むこ

とで、令和元年 0.5 万ｔであった緑茶の輸

出量を令和 12 年に 1.5 万 t（輸出総額 810

億円）まで増やす数値目標を掲げ、輸出促

進のための様々な施策を展開するものと

している。 

 

B-1-2. 茶の最大残留基準値(MRL) 

B-1-2-1. 輸出重点国と MRL 

 農薬の使用の可否や使用方法は、各国の
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気候や病害虫の発生状況、栽培実態等を踏

まえ個別に定められるため、個別農薬成分

の残留基準値(MRL)は国により異なる。こ

のため、日本の残留農薬基準値を満たして

いても輸出先国・地域の残留農薬基準値を

満たせずに輸出できないことがある。各

国・地域等の作物・食品別の残留農薬基準

値は web サイト等で調べることができる

が、我が国からの農産物・食品の輸出拡大

を企図する場合、輸出重点品目や輸出重点

国等の絞り込みによる対応戦略の検討が

より効率的である。農林水産省は、コメ、

青果物、茶等の輸出重点品目の輸出促進を

進めていく参考として、主要輸出先国・地

域等の残留農薬基準値の設定状況をまと

めて公表している。 

 

B-1-2-2. 日本茶の農薬残留実態 

 我が国の茶における農薬残留試験は、主

に当該茶期における収穫対象芽を対象と

した農薬残留を想定している。このため、

茶期を跨いだごく微量の中長期残留に関

す知見はほとんど蓄積されていない。これ

に対し、農林水産省の補助を受けた日本茶

輸出促進協議会は、平成 27 年度より輸出

を予定・計画している日本茶の残留農薬実

態の調査している。 

・日本茶輸出促進協議会「輸出用茶残留農

薬検査事業 実施報告書（平成 27 年～）」； 

https://www.nihon-

cha.or.jp/export/date/index.html#03 

 

B-1-3. MRL 対策 

B-1-3-1. インポートトレランス 

 茶の輸出における残留農薬に関する課

題への対応戦略として、「輸出先国・地域

の残留農薬基準値も踏まえた防除暦の構

築と実装」がある。また、このほかに「日

本で慣行的に多く使用されている農薬種

について、輸出相手国へ「インポートトレ

ランス」申請し、輸出環境を整える」戦略

も考えられる。農林水産省では、主に米国

や EU 等を対象に輸出先国・地域の当局へ

の申請に必要な各種試験等への支援も行

っている。 

 

B-1-3-2. 対象農薬の重点化 

 輸出相手国のMRLに配慮した各種農薬

の合理的利用法の検討やインポートトレ

ランス申請等のためには、茶期を跨いだ微

量の農薬残留の実態や挙動解析が不可欠

である。そこで、昨年度までにリストアッ

プした「近年、茶で農薬登録された新農薬

や先行調査で挙動解析が不十分であった

農薬等」を中心に、茶のインカード試料を

作製する等し、残留農薬分析法の比較等に

供する。 

 

B-1-3-3. 輸出向け残留農薬分析 

 日本茶の実輸出時には、専用業者による

茶葉の残留農薬等一斉分析が行われるこ

とが多い。本調査は自主検査ではあるが、

輸入業者が自国の専用業者を指定し、相対

取引における実質的な非関税障壁として

機能しているのが実態である。ここでは、

EU や米国向け等の最大手・ラボである B
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社、C 社、台湾の主力分析会社である D 社、

国内 A 社等の分析法や各国 MRL への対

応の可否等についての比較検討を行う。 

 

B-1-3-4. QuEChERS 法 

 QuEChERS 法とは、Quick(迅速)、Easy(簡

単 )、Cheap(安価 )、Effective(効率的 )、

Rugged(頑健)、Safe(安全)の混成語であり、

農薬残留物の簡易で迅速な分析法として

国際的にも急速に認められつつある。実際、

輸出を含めた茶の残留農薬分析場面では、

多くの分析会社が、抽出・前処理法として

本法を利用している。本課題では、

QuEChERS 法の性能を厳密に評価するた

め、本法を活用して輸出向け残留農薬一斉

分析等を行っている分析会社等の比較等

を行う。各社・ラボの比較においては、産

地や茶期等を違えた茶インカード試料等

を用いる。 

 

B-1-4. 試料の調整 

B-1-4-1. 分析用試料（インカード試料及び

コントロール試料）の調整 

圃場試験 

・農研機構金谷茶業研究拠点（静岡県）の

やぶきた成木園および農研機構枕崎茶業

研究拠点（鹿児島県）のやぶきた成木園を

供試した。試験区は 10 ㎡/区（金谷）また

は８㎡/区（枕崎）。 

・2023 年の秋冬番茶期、2024 年の一番茶

期、二番茶期、三番茶期、秋冬番茶期に 16

農薬（17 成分）を cGAP 処理した試験区

（表２）と無処理区を設けた。各区は摘採

前７日間寒冷紗（ダイオラッセル 1700 黒）

でトンネル被覆栽培。 

・各 cGAP 処理区及び無処理区からイン

カード試料及び薬剤無処理のコントロー

ル試料を作製した。また、cGAP 処理後の

各試験区のその後の各茶期（薬剤無処理）

に試料も作製したが、本年度の残留分析に

は供さなかった。 

・枕崎茶業研究拠点の試料については、上

記の cGAP 処理に準じた薬剤散布（表２）・

栽培管理を行った。 

 

荒茶加工 

・各茶期に生葉３～４kg/区程度を摘採し

た。 

・２kg/区程度の蒸葉を乾燥させ、荒茶試

料を 400g/区程度（＝100g/区程度×４）作

製した。 

・荒茶試料は分析まで-40℃以下で冷凍保

存した。 

 

B-1-4-2. 分析 

本年度は、高濃度残留が予想されるイン

カード試料（原則として当該茶期に供試薬

剤を散布した区から製造した荒茶）につい

て、それぞれ複数の分析会社による残留農

薬一斉分析を行った。このうち B 社、C 社

は EU の QuEChERS 法（EN 15662）をベ

ースにした抽出・前処理サンプルを分析、

D 社は AOAC の Official 法（2007.01）を

ベースにした QuEChERS 法で抽出・前処

理したサンプルを分析した。これに対し、

A 社は QuEChERS 法を用いず公示分析法
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で分析した。各社の残留農薬一斉分析（パ

ッケージ）における対象成分（供試剤を中

心）と検出限界値を表１に示す。 

 

C. D. 結果及び考察 

CD-1. 日本茶の輸出拡大と残留農薬規制 

CD-1-1. 緑茶の貿易統計 

CD-1-1-1.緑茶の輸出統計 

世界と日本の緑茶輸出 

 International Tea Committee (ITC) の統計

によると、2021 年の世界の緑茶生産量は

209,412 万ｔで、そのうちの２割に当たる

40,831 万 t が輸出されている。日本は、世

界の緑茶輸出量の 77.3％を占める中国、同

17.1％のベトナムに次いで世界第３位の

緑茶輸出国となっているが、そのシェアは

僅か 1.5％である。このため、今後さらに

シェア拡大して行くためには、海外市場に

おける日本茶のプレゼンス向上と大幅な

輸出拡大にも対応できる生産・流通体制の

整備等が必要とされ、現在、輸出環境整備

に係る様々な国の施策が展開・検討されて

いる。 

 

日本茶の輸出実績 

 近年の世界の緑茶需要の拡大に合わせ、

日本産緑茶の輸出も堅調に増加しており、

2007 年に 32 億円/1,625ｔだった緑茶輸出

は、2024 年には 364 億円/8,798ｔまで拡大

し、国の輸出拡大戦略である 2025 年：312

億円目標を１年前倒しで達成した。なお、

R6 年度に公表された新たな「茶振興法・

基本方針」では、2030 年：810 億円/15,000

ｔの輸出目標が掲げられている。 

この高い政策目標の達成のためには、輸

出先国・地域が求める輸入条件への対応が

不可欠である。このため、本課題で取り組

む残留農薬規制の国際協調や輸出先国・地

域における残留農薬基準等への対応等は、

輸出障壁を打破するための重要な取り組

みと考える。 

 

CD-1-1-2. 輸出向け茶種 

輸出相手国別の茶の形状別輸出実績を

精査することで、輸出拡大が続く日本茶

のより詳細な実態理解が可能となる。現

在、茶の輸出に係る財務省の貿易統計で

は、抹茶等を含む「粉末状茶」と煎茶等を

主体とする「その他茶」の２カテゴリーで

の統計調査が行われている。我が国の緑

茶輸出に占める「粉末状茶」の割合は、

2024 年の世界・計で、輸出量の６割、輸

出額の 7.5 割を占める。なお、米国向けで

は特にこの傾向が強く、輸出量、輸出額と

もに「粉末状茶」の割合が８割を超える。

一方、台湾では煎茶を中心とした「その他

茶」の輸出量割合が９割と高くなってい

る。 

これらは、各国の文化や喫茶・飲用形態

の違いによるものと考えられる。今後残

留農薬規制の国際整合等を検討するにあ

たって、分析前処理や加工係数等だけで

なく、国際的な文化や習慣の違い等も含

めた検討が重要となることを示す良い事

例と考えられる。 
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CD-1-2. 茶の最大残留基準値(MRL) 

CD-1-2-1. 輸出重点国と MRL 

 農林水産省は、我が国の農産物・食品の

輸出拡大施策を効率的展開する視点から、

茶等の輸出重点品目を定めている。また、

茶、コメ、りんご、ぶどう、いちごなどの

15 品目を対象に、20 か国・地域別の残留

農薬基準値(MRL)を調査・公開している。 

・農林水産省「諸外国における残留農薬基

準値に関する情報」； 

https://www.maff.go.jp/j/shokusan/export/zan

nou_kisei.html 

 上記の茶の調査・公表データから、個別

農薬の MRL は国により大きく異なるこ

とが分かる。また、茶の輸出重点国のうち、

米国、EU・英国、台湾の３か国・地域で

日本茶輸出量の 75％を占めることから、

本課題においては、これら３か国・地域を

主な検討対象に設定する。 

 

CD-1-2-2. 日本茶の農薬残留実態 

 一般的に、生産現場で慣行的に使用され

る農薬種は変遷する。これは、新農薬の登

録、病害虫の薬剤抵抗性の発達、輸出向け

茶生産における残留リスクの周知等によ

る所が大きい。日本茶輸出促進協議会の

「輸出用茶残留農薬検査事業 実施報告書

（平成 27 年～）」によれば、近年極微量も

含めて農薬残留値が検出されやすい農薬

成分として、クロルフェナピル、テブコナ

ゾール、フェンブコナゾール、ジフェノコ

ナゾール、クロラントラニリプロール、フ

ルベンジアミド、クロチアニジン、チアメ

トキサム、ジノテフランなどが上げられる。 

 なお、輸出向け茶生産における使用農薬

の残留リスク評価は、単なる農薬残留だけ

でなく、輸出想定国の MRL との比較で評

価されるものである。輸出相手国の MRL

に配慮した茶病害虫管理体系については、

下記マニュアルを参考されたい。 

・農林水産省「輸出相手国の残留農薬基準

値に対応した日本茶の病害虫防除マニュ

アル～総合編～」； 

https://www.maff.go.jp/j/syouan/syokubo/bou

jyo/attach/pdf/export_manual-6.pdf 

 

CD-1-3. MRL 対策 

CD-1-3-1. 対象農薬の重点化 

 昨年度、近年新規登録された農薬や先行

調査で挙動解析が不十分であった農薬等

の中から 16 種（17 成分）をリストアップ

し、これらを主に cGAP 処理することで、

検証用のインカード茶試料を作製した（本

課題において農薬種を供試する際には

cGAP 処理を原則とする）。なお、各試験区

における供試薬剤の散布履歴（摘採前日数）

を表２にまとめた。 

 

CD-1-3-2. 輸出向け残留農薬分析 

 本年度においては、日本茶輸出時に茶の

残留農薬一斉分析を行っている実績のあ

る４社を比較することとした（表１）。B 社、

C 社は、QuEChERS 法で抽出・前処理し、

LC-MS/MS や GC-MS/MS を使って EU や

米国向けのスクリーニング分析を行う。D

社も、QuEChERS 法で抽出・前処理し、主

https://www.maff.go.jp/j/syouan/syokubo/boujyo/attach/pdf/export_manual-6.pdf
https://www.maff.go.jp/j/syouan/syokubo/boujyo/attach/pdf/export_manual-6.pdf
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に台湾向けの分析を行う。A 社は、

QuEChERS法による抽出等は行わず、公示

分析法による分析を行う国内の分析会社

である。 

 本課題で重点化農薬に指定した 16 種

（17 成分）農薬成分に中心に４社の検出

限界値を表１にまとめた。各社の分析パッ

ケージでは、分析対象となる成分や検出限

界値も様々であり、同一サンプルを分析し

たとしても違った分析値が得られる可能

性も示唆される。したがって、輸出向けの

残留農薬等一斉分析にあたっては、実務上、

分析会社・パッケージの選択が重要であり、

輸出の拡大基調をより安定させ持続する

ためにも、これらの問題を排するための分

析法の国際整合の重要性がより高まって

いると理解される。 

 

CD-1-3-3. QuEChERS 法 

 今回比較対象とした日本茶輸出時に茶

の残留農薬一斉分析を行う４社のうち、B

社、C 社、D 社の３社が QuEChERS 法で

抽出・前処理し、それぞれの輸出想定国向

けのスクリーニング分析を行っている。こ

のうち、B 社と C 社は、EN 15662 をベー

スとした QuEChERS 法を採用しているの

に対し、D 社は、AOAC の Official 法

（2007.01）をベースとした QuEChERS 法

を採用している。一方、A 社は QuEChERS

法による抽出等は行わず、公示分析法によ

る分析を行っている。 

 本年は、令和５年度の検討結果に基づい

て選定した供試薬剤及び供試薬剤を

cGAP 処理して作製したインカード試料

を使い、残留農薬一斉分析の前処理法とし

ての QuEChERS 法の利用や輸出向けの一

斉分析パッケージについて以下の検証を

行った。 

 

CD-1-4. 試料の調整 

CD-1-4-1. 分析用試料（インカード試料及

びコントロール試料）の調整 

 農研機構金谷茶業研究拠点内茶園を供

試し、それぞれ特定の一茶期に 16 農薬（17

成分）を cGAP 処理した（表２）インカー

ド試料及び薬剤処理を行わないコントロ

ール（無処理）試料を作製することを基本

とした。2023 年の秋冬番茶期、2024 年の

一番茶期、二番茶期、三番茶期、秋冬番茶

期に cGAP 処理した試験区と無処理区（計

８区）及び cGAP 処理後の各試験区のその

後の各茶期（薬剤無処理）の荒茶サンプル

を作製した。なお、三番茶期に薬剤散布し

た区は三番茶製造を行わず、秋冬番茶期に

供試サンプルを作製した（三番茶期散布/

秋冬番茶サンプル）。また、農研機構枕崎

研究拠点においても上記に準じたインカ

ード、コントロール試料の作製を行った

（2024 年三番茶期）。以上により作製した

インカード、コントロール試料のうち、

2023 年金谷・秋冬期散布・無散布/秋冬番

茶、2024 年金谷・一茶期散布・無散布/一

番茶、2024 年金谷・二茶期散布・無散布/

二番茶、2024 年金谷・三番茶期散布・無散

布/秋冬番茶、2024 年金谷・秋冬期散布・

無散布/秋冬番茶、2024 年枕崎・三茶期散
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布・無散布/三番茶を本年度の供試サンプ

ルとし、抽出・分析法の比較検討に供した。 

 

CD-1-4-2. 分析 

分析機関比較 

本年度は、主に当該茶期にｃGAP 処理

されたインカード試料を用い、高濃度残留

が予想される試料を使った比較検証行っ

た。 

まず公示法に準じた A 社の分析値と

AOAC の Official 法をベースとした

QuEChERS 法を採用している D 社の分析

値との比較を行った。表３に 2024 年金谷・

一茶期散布/一番茶の、表４に2024年金谷・

二茶期散布/二番茶の比較結果を示す。本

年度比較した A 社と D 社の分析パッケー

ジでは分析対象成分や検出限界値が異な

るものも多かったが、共に分析対象となっ

ている 15 成分のうち、大部分で D 社の分

析値が小さく、特にピフルブミドやピリベ

ンカルブでその傾向が大きかった。逆にシ

フルメトフェンは D 社の分析値に比べ A

社の分析値が小さくなった。 

表５には、2024 年金谷・三番茶期散布/

秋冬番茶の分析結果を示した。このサンプ

ルについては、A 社、D 社に加え、C 社に

よる分析も合わせて行ったが、次茶期のサ

ンプル製造であったため、残留値が概して

小さく、詳細な比較はできなかった。特に

D 社のぶんせきではいずれの成分ともす

べて検出限界以下であった。表７に、2024

年枕崎・三茶期散布/三番茶の A 社、C 社、

D 社の分析結果を示す。共通分析成分の比

較では、A 社と C 社は概ね同じような分

析値を示したが、シフルメトフェンピリベ

ンカルブでは A の分析値が高く、テブコ

ナゾールでは C の分析値が高くなった。 

表６には、2024 年金谷・秋冬期散布/秋

冬番茶の A 社、B 社、D 社の分析結果を

示す。共通分析成分の比較では、A 社と B

社の分析値は概ね同じような値を示した

が、ピフルブミドは B 社、D 社に比べて A

社の分析値が高くなった。また市蔵にリプ

ロ⓪るは B 社の分析値が高くなった。 

なお、表５（2024 年金谷・三番茶期散布

/秋冬番茶）、表６（2024 年金谷・秋冬期散

布/秋冬番茶）、表７（2024 年枕崎・三茶期

散布/三番茶）の B 社や D 社の分析では、

当該茶期に散布していない農薬成分が微

量ながら検出される例が散見された。これ

らが中長期残留・樹体内転流によるものか、

区外からのドリフト等によるものかは明

らかではないが、夏季から秋季にかけての

茶樹の生育が旺盛な時期に検出されてい

る点は興味深い。従来、茶の農薬残留試験

は、当該茶期のみの比較的短期の残留試験

にのみに留まっている。今後は茶期を跨い

だ残留試験の必要性や効率的な試験デー

タ取得についても検討して行く必要があ

るかもしれない。 

 

茶期比較 

同じｃGAP 処理で薬剤を処理しても、

露地の環境条件は、地域や年次、茶期等に

より大きく異なる。そこで、金谷茶業拠点

の同一圃場で、茶時期を変えてｃGAP 処
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理した際の残留値の比較検証を行った（表

８）。分析は、A 社と D 社によるものであ

り、同一茶期サンプルの A 社と D 社の分

析値は、これまでと同様な傾向で、D 社の

分析値が概ね低く推移した。茶期別の分析

値を同一の会社内で比較すると、概ね同じ

ような分析値が出ているが、中にはシフル

メトフェンの様に、2024 年金谷・秋冬期

散布/秋冬番茶で、他の茶期に比べて高い

値を示す成分も認められた（A 社、D 社と

も同傾向）。秋冬番茶期は収穫葉の葉面積

が、他の茶期に比べて大きくなる傾向があ

るので、農薬種の性質等により、付着率が

高くなるなどの影響があるのかもしれな

い。 

 

合組サンプルの利用の可能性 

一般的に、荒茶をブレンドして（合組と

いう）仕上げ加工したものが、お茶の最終

商品となる。特に碾茶を挽いた抹茶は、異

なる碾茶をブレンドされていることが多

い。そこで、分析サンプルの調整の観点か

ら、ｃGAP インカード試料と、コントロ

ール（無農薬）試料の合組利用の可能性に

ついて検討した。 

まず最初に、2024 年枕崎・三茶期散布・

無散布/三番茶サンプルの合組処理を行っ

た。インカード試料とコントロール試料の

ほか、両者を 3：7、7：3 に混ぜたサンプ

ルを作製し、計４サンプルを D 社で分析

した（表９）。測定値が極めて小さい成分

を除くと、合葉サンプルの測定値は概ね理

論値と一致した。 

次に、2024 年金谷・秋冬期散布・無散布

/秋冬番茶サンプルの合組処理を行った。

インカード試料とコントロール試料のほ

か、両者を 4：6、1：9 に混ぜたサンプル

を作製し、計４サンプルを B 社で分析し

た（表 10）。当該茶期に散布していない微

量検出成分については測定値と理論値が

ばらついたが、当該茶期散布の各成分につ

いては、合葉サンプルの測定値は理論値と

よく一致した。 

最後に、2034 年金谷・秋冬期散布・無散

布/秋冬番茶サンプルの合組処理を行った。

インカード試料とコントロール試料のほ

か、両者を 3：7、7：3 に混ぜたサンプル

を作製し、計４サンプルを C 社で分析し

た（表 11）。こちらも、茶期に散布してい

ない微量検出成分については測定値と理

論値がばらついた。合葉サンプルの当該茶

期散布の各成分については、概ね理論値と

同じ傾向を示したが、このサンプルセット

では測定値は理論値に比べたやや小さい

傾向を示した。 

 

E．研究発表 

1. 論文発表 

 令和６年度実績なし 

 

2. 学会発表 

 令和６年度実績なし 
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24金
一茶散/一茶
2024/5/2 A社（公） D社（Q） A社（公） D社（Q）

1 ピレトリン Pyrethrins 10 <0.5 0.5 0.05
2 アバメクチン Abamectin 7 0.06 0.05 0.05
3 テブフロキン Tebufloquin 21、14 <0.01 0.01
4 マンデストロビン Mandestrobin 17、10、３ 40 0.05
5 フルキサメタミド Fluxamethamide 14 0.49 0.01
6 ボスカリド Boscalid 14、7 19 13.61 0.01 0.05
7 ピラクロストロビン Pyraclostrobin 14、7 11 8.41 0.01 0.05

8 メトキシフェノジド Methoxyfenozide 14、7 7.3 5.30 0.05 0.05

9 ピフルブミド Piflubumid 7 13 1.43 0.01 0.05
10 シフルメトフェン Cyflumetofen 14、７ 0.39 0.54 0.01 0.05
11 シアントラニリプロール Cyantraniliprole 7 3.3 2.44 0.01 0.05
12 シクラニリプロール Cyclaniliprole 3 4.0 2.73 0.01 0.05
13 テトラニリプロール Tetraniliprole 7 8.5 6.57 0.01 0.05
14 トルフェンピラド Tolfenpyrad 0.05
15 アセタミプリド Acetamiprid 0.05
16 チアクロプリド Thiacloprid 0.05
17 フェンブコナゾール Fenbuconazole 0.05
18 フロメトキン Flomequine
19 ピリベンカルブ Piribencarb 7 39 15.76 0.01 0.05
20 イプフルフェノキン Ipflufenoquin 14、７ 36 0.01
21 アシノナピル Acynonapyr 14 4.1 0.1
22 ジアフェンチウロン Diafenthiuron 14 4.3 0.1
23 テブコナゾール Tebuconazole <0.05 0.05 0.05
24 シエノピラフェン Cyenopyrafen <0.05 0.05 0.05
25 ピリダベン Pyridaben <0.01 0.01 0.05
26 トリフルラリン Trifluralin <0.01 0.01 0.04
27 クロルフェナピル Chlorfenapyr 0.05
28 フルアジナム Fluazinam 0.05
29 ブプロフェジン Buprofezin 0.05
30 クロラントラニリプロール Chlorantraniliprole 0.03
31 クロチアニジン Clothianidin 0.03
32 フルベンジアミド Flubendiamide 0.05
33 フェンブコナゾール Fenbuconazole 0.05

薬剤成分名

青字の薬剤成分は当該茶期無散布

検出限界値(ppm)24金
一茶散/一茶

表３　インカード試料残留農薬分析（2024年金谷・一番茶サンプル）/A社（公）、D社（Q）の分析値比較
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24金
二茶散/二茶
2024/6/21 A社（公） D社（Q） A社（公） D社（Q）

1 ピレトリン Pyrethrins 20、17、10 <0.5 0.5 0.05
2 アバメクチン Abamectin 7 0.07 0.05 0.05
3 テブフロキン Tebufloquin 20、14 <0.01 0.01
4 マンデストロビン Mandestrobin 17、10、３ 54 0.05
5 フルキサメタミド Fluxamethamide 14 0.13 0.01
6 ボスカリド Boscalid 14、7 14 10.52 0.01 0.05
7 ピラクロストロビン Pyraclostrobin 14、7 7.5 5.75 0.01 0.05

8 メトキシフェノジド Methoxyfenozide 14、7 5.4 3.67 0.05 0.05

9 ピフルブミド Piflubumid 7 6.5 0.93 0.01 0.05
10 シフルメトフェン Cyflumetofen 14、７ 0.32 0.66 0.01 0.05
11 シアントラニリプロール Cyantraniliprole 7 3.1 2.02 0.01 0.05
12 シクラニリプロール Cyclaniliprole 3 6.7 4.36 0.01 0.05
13 テトラニリプロール Tetraniliprole 7 11 8.00 0.01 0.05
14 トルフェンピラド Tolfenpyrad 0.05
15 アセタミプリド Acetamiprid 0.05
16 チアクロプリド Thiacloprid 0.05
17 フェンブコナゾール Fenbuconazole 0.05
18 フロメトキン Flomequine
19 ピリベンカルブ Piribencarb 7 24 10.89 0.01 0.05
20 イプフルフェノキン Ipflufenoquin 14、７ 24 0.01
21 アシノナピル Acynonapyr 14 3.6 0.1
22 ジアフェンチウロン Diafenthiuron 14 2.9 0.1
23 テブコナゾール Tebuconazole <0.05 0.05 0.05
24 シエノピラフェン Cyenopyrafen <0.05 0.05 0.05
25 ピリダベン Pyridaben <0.01 0.01 0.05
26 トリフルラリン Trifluralin <0.01 0.01 0.04
27 クロルフェナピル Chlorfenapyr 0.05
28 フルアジナム Fluazinam 0.05
29 ブプロフェジン Buprofezin 0.05
30 クロラントラニリプロール Chlorantraniliprole 0.03
31 クロチアニジン Clothianidin 0.03
32 フルベンジアミド Flubendiamide 0.05
33 フェンブコナゾール Fenbuconazole 0.05

表４　インカード試料残留農薬分析（2024年金谷・二番茶サンプル）/A社（公）、D社（Q）の分析値比較

青字の薬剤成分は当該茶期無散布

24金
二茶散/二茶 検出限界値(ppm)

薬剤成分名
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採
前
日
数

A社
（
公
）

C社
（
Q
）

D
社
（
Q
）

A社
（
公
）
C社

（
Q
）
D
社
（
Q
）

1
ピレ
トリ
ン

Py
re

th
rin

s
<

0.
5

0.
5

0.
1

0.
05

2
アバ
メク
チ
ン

Ab
am

ec
tin

<
0.

05
0.

05
0.

05
0.

05
3

テブ
フロ
キ
ン

Te
bu

flo
qu

in
<

0.
01

0.
01

4
マン
デ
スト
ロビ
ン

M
an

de
st

ro
bi

n
0.

09
0.

05
5

フル
キ
サ
メタ
ミド

Fl
ux

am
et

ha
m

id
e

<
0.

01
0.

01
0.

1
6

ボ
スカ
リド

Bo
sc

al
id

14
4.

2
3.

9
3.

07
0.

01
0.

01
0.

05
7

ピラ
クロ
スト
ロビ
ン

Py
ra

cl
os

tr
ob

in
14

2.
0

1.
8

1.
4

0.
01

0.
01

0.
05

8
メト
キ
シ
フェ
ノジ
ド

M
et

ho
xy

fe
no

zi
de

14
2.

2
2.

1
1.

59
0.

05
0.

01
0.

05

9
ピフ
ル
ブミ
ド

Pi
flu

bu
m

id
0.

04
0.

02
0.

01
0.

01
0.

05
10

シ
フル
メト
フェ
ン

Cy
flu

m
et

of
en

14
0.

8
0.

4
0.

51
0.

01
0.

1
0.

05
11

シ
アン
トラ
ニリ
プロ
ー
ル

Cy
an

tr
an

ili
pr

ol
e

7
1.

1
1.

0
0.

92
0.

01
0.

01
0.

05
12

シ
クラ
ニリ
プロ
ー
ル

Cy
cl

an
ili

pr
ol

e
0.

03
0.

04
2

0.
01

0.
01

0.
05

13
テト
ラニ
リプ
ロー
ル

Te
tr

an
ili

pr
ol

e
7

5.
5

4.
25

0.
01

0.
05

14
トル
フェ
ンピ
ラド

To
lfe

np
yr

ad
0.

01
0.

05
15

アセ
タミ
プリ
ド

Ac
et

am
ip

rid
0.

01
0.

05
16

チ
アク
ロプ
リド

Th
ia

cl
op

rid
0.

01
0.

05
17

フェ
ンブ
コナ
ゾ
ー
ル

Fe
nb

uc
on

az
ol

e
0.

01
0.

05
18

フロ
メト
キ
ン

Fl
om

eq
ui

ne
19

ピリ
ベ
ンカ
ル
ブ

Pi
rib

en
ca

rb
7

18
13

10
.7

5
0.

01
0.

00
5

0.
05

20
イプ
フル
フェ
ノキ
ン

Ip
flu

fe
no

qu
in

14
10

0.
01

21
アシ
ノナ
ピル

Ac
yn

on
ap

yr
-

0.
1

22
ジ
アフ
ェン
チ
ウロ
ン

Di
af

en
th

iu
ro

n
0.

10
0.

1
23

テブ
コナ
ゾ
ー
ル

Te
bu

co
na

zo
le

7
8.

6
11

8.
5

0.
05

0.
01

0.
05

24
シ
エノ
ピラ
フェ
ン

Cy
en

op
yr

af
en

14
0.

21
0.

19
0.

05
0.

01
0.

05
25

ピリ
ダベ
ン

Py
rid

ab
en

14
0.

52
0.

6
0.

36
0.

01
0.

00
5

0.
05

26
トリ
フル
ラリ
ン

Tr
ifl

ur
al

in
10

<
0.

01
0.

01
0.

01
0.

04
27

クロ
ル
フェ
ナ
ピル

Ch
lo

rfe
na

py
r

0.
01

4
0.

01
0.

05
28

フル
アジ
ナ
ム

Fl
ua

zi
na

m
0.

11
0.

07
0.

01
0.

05
29

ブプ
ロフ
ェジ
ン

Bu
pr

of
ez

in
0.

01
8

0.
00

5
0.

05
30

クロ
ラン
トラ
ニリ
プロ
ー
ル

Ch
lo

ra
nt

ra
ni

lip
ro

le
0.

00
1

0.
03

31
クロ
チ
アニ
ジ
ン

Cl
ot

hi
an

id
in

0.
00

2
0.

03
32

フル
ベ
ンジ
アミ
ド

Fl
ub

en
di

am
id

e
0.

01
0.

01
0.

05
33

フェ
ンブ
コナ
ゾ
ー
ル

Fe
nb

uc
on

az
ol

e
0.

01
0.

05
青
字
の
薬
剤
成
分
は
当
該
茶
期
無
散
布

表
７
　
イ
ン
カ
ー
ド
試
料
残
留
農
薬
分
析
（
20
24
年
枕
崎
・
三
番
茶
サ
ン
プ
ル
）
/A
社
（
公
）
、
C社

（
Q
）
、
D
社
（
Q
）
の
分
析
値
比
較

24
枕
C

三
茶
散
/三
茶

検
出
限
界
値
(p
pm

)
薬
剤
成
分
名
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A社
（
公
）

D
社
（
Q
)

A社
（
公
）

D
社
（
Q
)

A社
（
公
）

D
社
（
Q
)

A社
（
公
）

D
社
（
Q
)

A社
（
公
）

D
社
（
Q
)

1
ピレ
トリ
ン

Py
re

th
rin

s
<

0.
5

<
0.

5
<

0.
5

<
0.

5
0.

5
0.

05
2

アバ
メク
チ
ン

Ab
am

ec
tin

0.
06

0.
07

<
0.

05
0.

07
0.

05
0.

05
3

テブ
フロ
キ
ン

Te
bu

flo
qu

in
<

0.
01

<
0.

01
<

0.
01

0.
04

0.
01

4
マン
デ
スト
ロビ
ン

M
an

de
st

ro
bi

n
40

54
<

0.
05

24
0.

05
5

フル
キ
サ
メタ
ミド

Fl
ux

am
et

ha
m

id
e

0.
49

0.
13

<
0.

01
1.

3
0.

01
6

ボ
スカ
リド

Bo
sc

al
id

19
13

.6
1

14
10

.5
2

0.
03

11
9

0.
01

0.
05

7
ピラ
クロ
スト
ロビ
ン

Py
ra

cl
os

tr
ob

in
11

8.
41

7.
5

5.
75

<
0.

01
7.

1
5.

81
0.

01
0.

05

8
メト
キ
シ
フェ
ノジ
ド

M
et

ho
xy

fe
no

zi
de

7.
3

5.
30

5.
4

3.
67

<
0.

05
7.

3
5.

33
0.

05
0.

05

9
ピフ
ル
ブミ
ド

Pi
flu

bu
m

id
13

1.
43

6.
5

0.
93

0.
05

4.
5

2.
25

0.
01

0.
05

10
シ
フル
メト
フェ
ン

Cy
flu

m
et

of
en

0.
39

0.
54

0.
32

0.
66

<
0.

01
9.

3
9.

08
0.

01
0.

05
11

シ
アン
トラ
ニリ
プロ
ー
ル

Cy
an

tr
an

ili
pr

ol
e

3.
3

2.
44

3.
1

2.
02

<
0.

01
1.

6
1.

18
0.

01
0.

05
12

シ
クラ
ニリ
プロ
ー
ル

Cy
cl

an
ili

pr
ol

e
4.

0
2.

73
6.

7
4.

36
<

0.
01

2.
9

2.
27

0.
01

0.
05

13
テト
ラニ
リプ
ロー
ル

Te
tr

an
ili

pr
ol

e
8.

5
6.

57
11

8.
00

0.
01

6.
2

4.
70

0.
01

0.
05

14
トル
フェ
ンピ
ラド

To
lfe

np
yr

ad
0.

05
15

アセ
タミ
プリ
ド

Ac
et

am
ip

rid
0.

05
16

チ
アク
ロプ
リド

Th
ia

cl
op

rid
0.

05
17

フェ
ンブ
コナ
ゾ
ー
ル

Fe
nb

uc
on

az
ol

e
0.

05
18

フロ
メト
キ
ン

Fl
om

eq
ui

ne
19

ピリ
ベ
ンカ
ル
ブ

Pi
rib

en
ca

rb
39

15
.7

6
24

10
.8

9
0.

01
16

8.
53

0.
01

0.
05

20
イプ
フル
フェ
ノキ
ン

Ip
flu

fe
no

qu
in

36
24

0.
03

15
0.

01
21

アシ
ノナ
ピル

Ac
yn

on
ap

yr
4.

1
3.

6
<

0.
1

7.
5

0.
1

22
ジ
アフ
ェン
チ
ウロ
ン

Di
af

en
th

iu
ro

n
4.

3
2.

9
<

0.
1

13
0.

1
23

テブ
コナ
ゾ
ー
ル

Te
bu

co
na

zo
le

<
0.

05
<

0.
05

<
0.

05
<

0.
05

0.
05

0.
05

24
シ
エノ
ピラ
フェ
ン

Cy
en

op
yr

af
en

<
0.

05
<

0.
05

<
0.

05
<

0.
05

0.
05

0.
05

25
ピリ
ダベ
ン

Py
rid

ab
en

<
0.

01
<

0.
01

<
0.

01
<

0.
01

0.
01

0.
05

26
トリ
フル
ラリ
ン

Tr
ifl

ur
al

in
<

0.
01

<
0.

01
<

0.
01

<
0.

01
0.

01
0.

04
27

クロ
ル
フェ
ナ
ピル

Ch
lo

rfe
na

py
r

0.
05

28
フル
アジ
ナ
ム

Fl
ua

zi
na

m
0.

05
29

ブプ
ロフ
ェジ
ン

Bu
pr

of
ez

in
0.

05
30

クロ
ラン
トラ
ニリ
プロ
ー
ル

Ch
lo

ra
nt

ra
ni

lip
ro

le
0.

03
31

クロ
チ
アニ
ジ
ン

Cl
ot

hi
an

id
in

0.
03

32
フル
ベ
ンジ
アミ
ド

Fl
ub

en
di

am
id

e
0.

05
33

フェ
ンブ
コナ
ゾ
ー
ル

Fe
nb

uc
on

az
ol

e
0.

05

表
８
　
イ
ン
カ
ー
ド
試
料
残
留
農
薬
分
析
（
20
24
年
金
谷
・
一
番
茶
~
秋
番
茶
サ
ン
プ
ル
）
/A
社
（
公
）
と
D
社
（
Q
）
の
分
析
値
比
較

青
字
の
薬
剤
成
分
は
当
該
茶
期
無
散
布

24
金

一
茶
散
/一
茶

検
出
限
界
値
(p
pm

)
24
金

二
茶
散
/二
茶

24
金

三
茶
散
/秋
茶

24
金

秋
茶
散
/秋
茶

薬
剤
成
分
名
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20
24

/7
/1

6
摘
採

三
茶
無
散
布

No
.1
8合
組
３

No
.1
8合
組
７

三
茶
散
散
布

No
.1
8合
組
３

No
.1
8合
組
７

No
.1
8合
組
３

No
.1
8合
組
７

D
社
（
Q
）

摘
採
前
日
数

15
16

17
18

検
出
限
界
値

(p
pm

)
24
枕
C

三
茶
散
/三
茶

24
枕
A

三
茶
無
/三
茶

枕
C合

３
枕
C合

７
24
枕
C

三
茶
散
/三
茶

6
ボ
スカ
リド

Bo
sc

al
id

0.
05

14
1.

06
2.

02
3.

07
0.

92
2.

15
11

5.
1

94
.0

7
ピラ
クロ
スト
ロビ
ン

Py
ra

cl
os

tr
ob

in
0.

05
14

0.
44

0.
92

1.
40

0.
42

0.
98

10
4.

8
93

.9

8
メト
キ
シ
フェ
ノジ
ド

M
et

ho
xy

fe
no

zi
de

0.
05

14
0.

49
0.

99
1.

59
0.

48
1.

11
10

2.
7

88
.9

10
シ
フル
メト
フェ
ン

Cy
flu

m
et

of
en

0.
05

14
0.

25
0.

40
0.

51
0.

15
0.

36
16

3.
4

11
2.

0
11

シ
アン
トラ
ニリ
プロ
ー
ル

Cy
an

tr
an

ili
pr

ol
e

0.
05

7
0.

27
0.

54
0.

92
0.

28
0.

64
97

.8
83

.9
13

テト
ラニ
リプ
ロー
ル

Te
tr

an
ili

pr
ol

e
0.

05
7

1.
22

3.
21

4.
25

1.
28

2.
98

95
.7

10
7.

9
19

ピリ
ベ
ンカ
ル
ブ

Pi
rib

en
ca

rb
0.

05
7

2.
90

7.
05

10
.7

5
3.

23
7.

53
89

.9
93

.7
20

イプ
フル
フェ
ノキ
ン

Ip
flu

fe
no

qu
in

14
C

C
C

23
テブ
コナ
ゾ
ー
ル

Te
bu

co
na

zo
le

0.
05

7
2.

31
5.

50
8.

50
2.

55
5.

95
90

.6
92

.4
24

シ
エノ
ピラ
フェ
ン

Cy
en

op
yr

af
en

0.
05

14
0.

00
0.

00
25

ピリ
ダベ
ン

Py
rid

ab
en

0.
05

14
0.

14
0.

25
0.

36
0.

11
0.

25
12

9.
6

99
.2

26
トリ
フル
ラリ
ン

Tr
ifl

ur
al

in
0.

04
10

0.
00

0.
00

27
カス
ガ
マイ
シ
ン

Ka
su

ga
m

yc
in

14
C

C
C

28
イミ
ノク
タジ
ン

Im
in

oc
ta

di
ne

7
C

C
C

28
フル
アジ
ナ
ム

Fl
ua

zi
na

m
0.

05
0.

10
0.

08
0.

08
0.

07
0.

09
0.

08
87

.9
10

1.
3

理
論
値
(p
pm

)
測
定
値
/理
論
値
×
10
0

青
字
の
薬
剤
成
分
は
当
該
茶
期
無
散
布

表
９
　
合
組
サ
ン
プ
ル
の
残
留
分
析
結
果
（
20
24
年
枕
崎
・
三
番
茶
サ
ン
プ
ル
）
/D
社
（
Q
）
分
析

16
理
論
値

17
理
論
値

16
測
定
値
/理
論
値

×
10
0

17
測
定
値
/理
論
値

×
10
0

薬
剤
成
分
名

測
定
値
(p
pm

)
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B社
（
Q
）

24
金

秋
散
/秋
茶

薬
剤
処
理

41
42

43
44

42
合
組
４

43
合
組
１

42
合
組
４

43
合
組
１

検
出
限
界
値

(p
pm

)
摘
採
前
日
数

24
金

秋
散
/秋
茶

薬
剤
処
理

24
金

秋
散
/秋
茶

合
４

24
金

秋
散
/秋
茶

合
１

24
金

秋
無
/秋
茶

薬
剤
無
散
布

42
理
論
値

43
理
論
値

42
測
定
値
/理
論
値

×
10

0

43
測
定
値
/理
論
値

×
10

0
1

ピレ
トリ
ン

Py
re

th
rin

s
0.

5
21
、1
7、

10
0

0
2

アバ
メク
チ
ン

Ab
am

ec
tin

0.
00

5
7

0.
05

0.
01

7
0.

02
0.

00
5

85
.0

3
テブ
フロ
キ
ン

Te
bu

flo
qu

in
0.

01
21
、1

4
0.

03
1

0.
01

3
0.

01
24

0.
00

31
10

4.
8

4
マン
デ
スト
ロビ
ン

M
an

de
st

ro
bi

n
0.

01
17
、1
0、
３

21
8.

2
2.

1
8.

4
2.

1
97

.6
10

0.
0

5
フル
キ
サ
メタ
ミド

Fl
ux

am
et

ha
m

id
e

0.
1

14
1

0.
38

0.
11

0.
4

0.
1

95
.0

11
0.

0
6

ボ
スカ
リド

Bo
sc

al
id

0.
00

5
14
、7

11
4.

4
1.

3
4.

4
1.

1
10

0.
0

11
8.

2
7

ピラ
クロ
スト
ロビ
ン

Py
ra

cl
os

tr
ob

in
0.

00
5

14
、7

6.
2

2.
5

0.
63

2.
48

0.
62

10
0.

8
10

1.
6

8
メト
キ
シ
フェ
ノジ
ド

M
et

ho
xy

fe
no

zi
de

0.
00

5
14
、7

6.
6

2.
7

0.
67

2.
64

0.
66

10
2.

3
10

1.
5

9
ピフ
ル
ブミ
ド

Pi
flu

bu
m

id
0.

01
7

2.
8

1.
2

0.
33

1.
12

0.
28

10
7.

1
11

7.
9

10
シ
フル
メト
フェ
ン

Cy
flu

m
et

of
en

14
、７

0
0

11
シ
アン
トラ
ニリ
プロ
ー
ル

Cy
an

tr
an

ili
pr

ol
e

0.
01

7
2.

8
1.

1
0.

3
1.

12
0.

28
98

.2
10

7.
1

12
シ
クラ
ニリ
プロ
ー
ル

Cy
cl

an
ili

pr
ol

e
0.

01
3

6.
1

2.
6

0.
66

2.
44

0.
61

10
6.

6
10

8.
2

13
テト
ラニ
リプ
ロー
ル

Te
tr

an
ili

pr
ol

e
7

17
フェ
ンブ
コナ
ゾ
ー
ル

Fe
nb

uc
on

az
ol

e
0.

00
5

0.
03

6
0.

07
3

0.
04

3
0.

08
3

0.
06

42
0.

07
83

11
3.

7
54

.9
19

ピリ
ベ
ンカ
ル
ブ

Pi
rib

en
ca

rb
7

20
イプ
フル
フェ
ノキ
ン

Ip
flu

fe
no

qu
in

14
、７

21
アシ
ノナ
ピル

Ac
yn

on
ap

yr
14

22
ジ
アフ
ェン
チ
ウロ
ン

Di
af

en
th

iu
ro

n
14

23
テブ
コナ
ゾ
ー
ル

Te
bu

co
na

zo
le

0.
00

5
0.

01
5

0.
00

9
0.

00
6

0.
00

6
0.

00
15

15
0.

0
40

0.
0

フル
ベ
ンジ
アミ
ド

Fl
ub

en
di

am
id

e
0.

05
0.

04
6

0.
04

4
0.

04
9

0.
06

1
0.

05
5

0.
05

95
80

.0
82

.4
テブ
フェ
ノジ
ド

Te
bu

fe
no

zi
de

0.
00

5
0.

00
6

0.
00

24
0.

00
06

イミ
ダク
ロプ
リド

Im
id

ac
lo

pr
id

0.
00

5
0.

00
6

0.
00

24
0.

00
06

クロ
チ
アニ
ジ
ン

Cl
ot

hi
an

id
in

0.
01

0.
02

9
0.

02
5

0.
02

2
0.

02
2

0.
02

48
0.

02
27

10
0.

8
96

.9
ジ
エチ
ル
トル
アミ
ド

DE
ET

0.
00

5
0.

14
0.

06
0.

01
5

0.
05

6
0.

01
4

10
7.

1
10

7.
1

青
字
の
薬
剤
成
分
は
当
該
茶
期
無
散
布

表
１
０
　
合
組
サ
ン
プ
ル
の
残
留
分
析
結
果
（
20
24
年
金
谷
・
秋
冬
番
茶
サ
ン
プ
ル
）
/B
社
（
Q
）
分
析

薬
剤
成
分
名

測
定
値
(p
pm

)
理
論
値
(p
pm

)
測
定
値
/理
論
値
×
10
0



224 
 

 

C社
（
Q
）

検
出
限
界
値

(p
pm

)
N

o.
23

23
金
秋
散
：
G

N
o.

24
G
：
H
＝
7：

3
N

o.
25

G
：
H
＝
3：

7
N

o.
26

23
金
秋
無
：
H

N
o.

24
G
：
H
＝
7：

3
N

o.
25

G
：
H
＝
3：

7
N

o.
24

G
：
H
＝
7：

3
N

o.
25

G
：
H
＝
3：

7
2

アバ
メク
チ
ン

Ab
am

ec
tin

0.
05

0.
06

5
0.

05
0.

02
5

フル
キ
サ
メタ
ミド

Fl
ux

am
et

ha
m

id
e

0.
1

1.
3

0.
85

0.
35

0.
91

0.
39

93
.4

89
.7

6
ボ
スカ
リド

Bo
sc

al
id

0.
01

45
29

12
31

.5
0

13
.5

0
92

.1
88

.9
7

ピラ
クロ
スト
ロビ
ン

Py
ra

cl
os

tr
ob

in
0.

01
14

8.
8

3.
9

9.
80

4.
20

89
.8

92
.9

9
ピフ
ル
ブミ
ド

Pi
flu

bu
m

id
0.

01
23

13
5.

9
16

.1
0

6.
90

80
.7

85
.5

10
シ
フル
メト
フェ
ン

Cy
flu

m
et

of
en

0.
1

36
23

8.
1

25
.2

0
10

.8
0

91
.3

75
.0

11
シ
アン
トラ
ニリ
プロ
ー
ル

Cy
an

tr
an

ili
pr

ol
e

0.
01

16
12

5.
6

0.
01

3
11

.2
0

4.
81

10
7.

1
11

6.
4

12
シ
クラ
ニリ
プロ
ー
ル

Cy
cl

an
ili

pr
ol

e
0.

01
29

18
7.

5
20

.3
0

8.
70

88
.7

86
.2

14
トル
フェ
ンピ
ラド

To
lfe

np
yr

ad
0.

01
8.

2
4.

8
2.

2
5.

74
2.

46
83

.6
89

.4
19

ピリ
ベ
ンカ
ル
ブ

Pi
rib

en
ca

rb
0.

00
5

31
21

8.
5

21
.7

0
9.

30
96

.8
91

.4
23

テブ
コナ
ゾ
ー
ル

Te
bu

co
na

zo
le

0.
02

30
29

8.
1

21
.0

0
9.

00
13

8.
1

90
.0

27
クロ
ル
フェ
ナ
ピル

Ch
lo

rfe
na

py
r

0.
01

0.
06

2
0.

05
9

0.
05

0.
03

0.
05

0.
04

11
2.

6
12

6.
3

34
ブプ
ロフ
ェジ
ン

Bu
pr

of
ez

in
0.

00
5

0.
00

79
0.

00
55

0.
01

0.
00

99
.5

30
クロ
ラン
トラ
ニリ
プロ
ー
ル

Ch
lo

ra
nt

ra
ni

lip
ro

le
0.

01
0.

11
0.

01
1

0.
01

6
0.

01
7

0.
08

0.
04

13
.4

35
.6

31
クロ
チ
アニ
ジ
ン

Cl
ot

hi
an

id
in

0.
02

0.
03

5
0.

02
9

0.
03

9
0.

03
9

0.
04

0.
04

80
.1

10
3.

2
16

チ
アク
ロプ
リド

Th
ia

cl
op

rid
0.

01
47

30
13

32
.9

0
14

.1
0

91
.2

92
.2

32
フル
ベ
ンジ
アミ
ド

Fl
ub

en
di

am
id

e
0.

01
0.

11
0.

11
0.

09
8

0.
09

0.
10

0.
10

10
5.

8
10

2.
1

測
定
値
/理
論
値
×
10
0

薬
剤
成
分
名

表
１
１
　合

組
サ
ン
プ
ル
の
残
留
分
析
結
果
（
20
23
年
金
谷
・秋
冬
番
茶
サ
ン
プ
ル
）
/C
社
（
Q
）
分
析

青
字
の
薬
剤
成
分
は
当
該
茶
期
無
散
布

測
定
値
(p
pm

)
理
論
値
(p
pm

)


